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謹
ん
で
地
震
災
害
の

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す

3
月
11
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平

洋
沖
地
震
に
よ
り
、
被
害
を
受
け
ら
れ
ま

し
た
皆
様
に
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。

関
東
森
林
管
理
局
管
内
も
、
福
島
県
相

馬
市
の
海
岸
林
や
磐
城
森
林
管
理
署
等
が

被
害
を
受
け
ま
し
た
。

災
害
発
生
後
、
直
ち
に
災
害
対
策
本
部

を
設
置
し
、
管
内
の
被
害
状
況
の
調
査
を

す
る
と
と
も
に
、
各
県
・
市
町
村
等
の
災

害
対
策
本
部
と
連
携
を
取
り
、
災
害
復
興

支
援
活
動
や
被
災
し
た
森
林
管
理
署
等
の

機
能
回
復
に
向
け
た
取
組
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
平
成
21
年
12

月
に
農
林
水
産
省
が
公
表
し
た
「
森
林･

林
業
再
生
プ
ラ
ン
」
及
び
昨
年
11
月
末
に

森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
推
進
本
部
で
了

承
さ
れ
た
「
森
林
・
林
業
の
再
生
に
向
け

た
改
革
の
姿
」
（
最
終
取
り
ま
と
め
）
を

踏
ま
え
、
搬
出
間
伐
・
路
網
整
備
の
加
速

化
、
森
林
共
同
施
業
団
地
の
設
定
な
ど
民

有
林
と
の
連
携
の
推
進
、
国
産
材
の
安
定

供
給
体
制
の
構
築
と
木
材
利
用
の
拡
大
な

ど
に
率
先
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
今
年
夏
に
世
界
自
然
遺
産
登
録

を
目
指
す
小
笠
原
諸
島
に
お
け
る
固
有
森

林
生
態
系
保
全
活
動
、
昨
年
度
に
地
元
地

域
・
自
然
保
護
団
体
・
国
の
３
者
協
働
で

「
赤
谷
の
森
管
理
経
営
計
画
」
を
策
定
し

た
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
、
生
物
多
様

性
保
全
に
向
け
継
続
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

平
成
23
年
度
か
ら
新
た
に
、
「
准
フ
ォ

レ
ス
タ
ー
」
に
よ
る
民
有
林
行
政
の
支
援
、

人
材
育
成
の
た
め
の
研
修
フ
ィ
ー
ル
ド
・

技
術
の
提
供
に
も
取
り
組
む
と
と
も
に
、

今
年
は
国
際
森
林
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
森
へ
行
こ
う
」
を
テ
ー
マ
に
開
か
れ
た

「
国
民
の
森
林
」
の
実
現
に
努
め
ま
す
。

民
有
林
・国
有
林
が
連
携
し
た
取
組
の
推
進

●

国
有
林
野
事
業
に
対
す
る
地
域
ニ
ー

ズ
を
的
確
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、
流

域
森
林
・
林
業
活
性
化
協
議
会
等
に
対

し
て
国
の
施
策
の
紹
介
、
民
有
林
・
国

有
林
が
連
携
し
た
取
組
の
提
案
、
各
都

県
の
流
域
管
理
担
当
者
と
の
意
見
交
換

を
行
う
な
ど
積
極
的
な
対
応
に
努
め
ま

す
。

●

第
４
次
流
域
管
理
推
進
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
着
実
な
実
施
を
通
じ
、

国
の
森
林
・
林
業
施
策
の
紹
介
、
民
有

林
・
国
有
林
が
連
携
し
た
取
組
を
着
実

に
推
進
し
ま
す
。

●

森
林
・
林
業
の
再
生
に
向
け
た
関
東

森
林
管
理
局
の
取
組
と
し
て
、
平
成
22

年
度
に
設
定
し
た
静
岡
県
内
、
福
島
県

内
に
続
き
、
他
地
域
で
の
森
林
共
同
施

業
団
地
の
設
定
等
地
方
公
共
団
体
等
と

の
森
林
整
備
協
定
の
締
結
に
向
け
た
取

組
を
積
極
的
に
推
進
し
、
民
有
林
・
国

有
林
一
体
と
な
っ
た
路
網
整
備
や
間
伐

の
促
進
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

森
林
施
業
の
低
コ
ス
ト
化
と
木
材
の
安
定
供
給

●

民
有
林
と
連
携
し
、
路
網
の
作
設
技

術
の
普
及
・
定
着
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
路
網
と
列
状
間
伐
及
び
高
性
能
林

業
機
械
を
組
み
合
わ
せ
た
、
低
コ
ス
ト

で
高
効
率
な
作
業
シ
ス
テ
ム
の
普
及
・

定
着
の
推
進
、
植
え
付
け

作
業
効
率
が
よ
い
コ
ン
テ

ナ
苗
を
用
い
た
低
コ
ス
ト

造
林
の
実
践
・
実
証
に
取

り
組
み
ま
す
。

●

林
産
物
の
供
給
に
つ
い

て
は
、
民
有
林
・
国
有
林

連
携
に
よ
る
木
材
の
安
定

供
給
体
制
の
構
築
や
、
木

材
の
需
要
動
向
に
応
じ
た

計
画
的
な
生
産
・
販
売
を

推
進
し
ま
す
。

●

間
伐
材
等
の
安
定
供
給

と
利
用
拡
大
を
図
る
た
め
、

シ
ス
テ
ム
販
売
に
よ
る
大
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静岡県内に設定された森林共同施業団地



口
需
要
者
へ
の
安
定
的
な
供
給
や
、
低

質
材
や
林
地
残
材
の
バ
イ
オ
マ
ス
原
料
、

石
炭
火
力
発
電
所
で
の
混
合
利
用
な
ど
、

新
た
な
需
要
先
へ
の
販
売
に
取
り
組
み

ま
す
。

公
益
的
機
能
の
維
持
増
進
に
向
け
た
取
組

●

公
益
的
機
能
の
発
揮
が
要
請
さ
れ
る

森
林
に
つ
い
て
は
、
機
能
区
分
に
応
じ

た
森
林
施
業
を
計
画
的
か
つ
効
率
的
に

実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
多
様
で
健
全
な

森
林
の
整
備
・
保
全
に
よ
る
生
物
多
様

性
保
全
の
取
組
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

地
域
住
民
の
意
見
を
十
分
に
反
映
さ
せ

る
た
め
、
計
画
案
策
定
前
の
意
見
聴
取

等
の
実
施
や
持
続
可
能
な
森
林
経
営
の

取
組
目
標
を
内
容
と
す
る
な
ど
地
域
管

理
経
営
計
画
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

特
に
、
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い

て
は
、
生
物
多
様
性
保
全
と
持
続
可
能

な
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
、
平
成
22
年

度
に
関
係
者
と
協
働
で
策
定
し
た
「
赤

谷
の
森
管
理
経
営
計
画
」
に
基
づ
き
取

り
組
み
ま
す
。

●

松
く
い
虫
被
害
、
カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク

イ
ム
シ
に
よ
る
ナ
ラ
枯
れ
被
害
、
シ
カ

等
に
よ
る
食
害
や
剥
皮
被
害
に
対
し
て

は
、
公
益
的
機
能
へ
の
影
響
を
踏
ま
え
、

地
方
公
共
団
体
等
と
の
連
携
を
図
り
つ

つ
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
被
害
対
策

に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

●

国
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の

実
現
に
向
け
て
、
計
画
的
か
つ
効
率
的

に
治
山
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

生
物
多
様
性
の
保
全

●

原
生
的
な
森
林
生
態
系
や
貴
重
な
野

生
動
植
物
が
生
息
・
生
育
す
る
森
林
に

つ
い
て
は
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
通

じ
た
保
全
・
管
理
を
推
進
し
ま
す
。

●

野
生
鳥
獣
と
の
共
生
を
可
能
と
す
る

地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
た
め
、
地
方

公
共
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
連
携
し
、
シ

カ
の
食
害
や
ク
マ
の
剥
皮
被
害
対
策
、

林
業
と
生
物
多
様
性
保
全
の
両
立
を
図

る
オ
オ
タ
カ
モ
デ
ル
森
林
で
の
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
等
の
取
組
を
積
極
的
に
進
め
ま

す
。

●

島
嶼
生
態
系
と
し
て
独
自
の
進
化
を

遂
げ
、
固
有
の
森
林
生
態
系
を
有
す
る

小
笠
原
諸
島
の
保
全
・
管
理
に
つ
い
て

は
、
小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ

ン
タ
ー
を
核
と
し
て
、
外
来
種
対
策
の

強
化
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

国
民
の
森
林
と
し
て
の
管
理
経
営

●

国
有
林
の
管
理
経
営
状
況
等
に
つ
い

て
国
民
に
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
、

イ
ベ
ン
ト
や
各
種
媒
体
を
通
じ
た
Ｐ
Ｒ

に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
本
年
が
国
連
が

定
め
る
「
国
際
森
林
年
」
で
あ
る
こ
と

を
踏
ま
え
、
国
際
森
林
年
の
テ
ー
マ

「
森
を
歩
く
」
に
合
わ
せ
た
情
報
提
供

に
も
努
め
ま
す
。

●

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・
企
業
等
に
よ

る
自
主
的
な
森
林
整
備
を
支
援
す
る

「
ふ
れ
あ
い
の
森
」
「
社
会
貢
献
の
森
」

「
遊
々
の
森
」
等
の
協
定
締
結
に
よ
る

国
民
参
加
の
森
林
づ
く
り
の
取
組
を
推

進
し
ま
す
。

●

地
域
の
お
け
る
産
業
振
興
、
住
民
の

福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
た
め
、
国
有

林
の
貸
付
や
売
払
い
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
森
の
整
備
、
活
用
に
取
り
組
み
ま
す
。

森
林
・林
業
再
生
に
向
け
た
人
材
育
成

●

准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
や
林
業
専
用
道
技

術
者
等
の
育
成
に
当
た
っ
て
、
国
有

林
の
フ
ィ
ー
ル
ド
・
技
術
力
の
提
供

を
行
う
と
と
も
に
、
国
有
林
職
員
か

ら
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
を
選
定
し
民
有

林
行
政
を
支
援
し
ま
す
。

●

大
規
模
な
山
地
災
害
時
に
適
切
に
対

応
で
き
る
能
力
や
、
林
業
専
用
道
作
設

な
ど
民
有
林
へ
の
施
業
の
低
コ
ス
ト
化

の
普
及
等
に
お
い
て
指
導
的
役
割
を
果

た
す
能
力
を
有
す
る
専
門
技
術
者
の
育

成
に
努
め
ま
す
。

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の
推
進

●

森
林
吸
収
目
標
１
３
０
０
万
炭
素
ト

ン
の
達
成
に
向
け
て
、
吸
収
源
と
し
て

カ
ウ
ン
ト
で
き
る
森
林
を
効
率
的
か
つ

確
実
に
増
や
す
た
め
に
、
森
林
整
備
事

業
や
保
安
林
整
備
事
業
に
よ
る
間
伐
等

の
着
実
な
実
施
に
努
め
ま
す
。

●

「
持
続
可
能
な
経
営
か
ら
生
産
さ
れ

た
合
法
な
木
材
」
の
利
用
推
進
、
森
林

土
木
工
事
へ
の
間
伐
材
等
の
利
用
を
推

進
し
、
こ
れ
ら
を
通
じ
て
国
民
に
対
す

る
木
材
利
用
の
積
極
的
な
啓
発
に
努
め

ま
す
。

国
有
林
野
の
維
持
及
び
保
存

●

国
有
林
野
を
適
切
に
保
全
・
管
理
す

る
た
め
、
森
林
の
巡
視
、
病
虫
害
の
防

除
を
積
極
的
に
実
施
し
ま
す
。

●

世
界
遺
産
一
覧
表
へ
の
記
載
を
目
指

す
「
小
笠
原
諸
島
」
に
お
け
る
外
来
種

対
策
や
暫
定
リ
ス
ト
に
記
載
さ
れ
て
い

る
「
富
士
山
」
等
の
景
観
保
全
の
対
策

を
促
進
し
、
こ
れ
ら
の
取
組
の
積
極
的

な
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
す
。
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生物多様性保全の取組を紹介



赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
軌
跡

第
1
回
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
発
足
）

「
三
国
山
地
／
赤
谷
川
・
生
物
多
様
性
復

元
計
画
」
、
通
称
「
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

は
、
平
成
16
年
、
群
馬
県
み
な
か
み
町
（
旧

新
治
村
）
に
位
置
す
る
約
1
万
㌶
の
国
有
林

を
対
象
と
し
て
、
生
物
多
様
性
の
復
元
と
持

続
的
な
地
域
づ
く
り
を
目
標
に
掲
げ
、
関
東

森
林
管
理
局
、
（
財
）
日
本
自
然
保
護
協
会
、

地
域
住
民
が
組
織
す
る
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

地
域
協
議
会
の
三
者
協
働
で
発
足
し
ま
し
た
。

赤
谷
地
域
で
は
、
開
発
に
よ
る
経
済
効
果

を
期
待
し
て
、
ス
キ
ー
場
と
ダ
ム
の
開
発
計

画
が
あ
り
ま
し
た
が
、
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

地
域
協
議
会
の
前
身
で
あ
る
「
新
治
村
の
自

然
を
守
る
会
」
と
日
本
自
然
保
護
協
会
な
ど

の
活
動
に
よ
り
、
イ
ヌ
ワ
シ
や
ク
マ
タ
カ
と

い
っ
た
希
少
猛
禽
類
の
生
息
が
確
認
さ
れ
た

こ
と
も
あ
り
、
結
果
と
し
て
こ
れ
ら
の
計
画

が
中
止
と
な
る
と
い
う
経
過
が
あ
り
ま
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
足
の
き
っ
か
け
の
一
つ

と
も
な
っ
た
こ
の
こ
と
は
、
豊
か
な
自
然
環

境
を
地
域
全
体
が
「
利
益
・
財
産
」
と
し
て

捉
え
、
地
域
の
率
先
し
た
理
解
と
協
力
を
得

る
こ
と
が
、
自
然
環
境
を
持
続
的
に
維
持
す

る
上
で
最
も
重
要
で
あ
る
こ
と
を
示
す
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
木
材
生
産
と
山

地
災
害
の
防
止
を
主
に
取
り
組
ん
で
き
た
長

い
歴
史
の
中
で
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
現
場

を
見
て
判
断
し
、
経
験
と
技
術
力
で
課
題
を

解
決
し
て
き
ま
し
た
。
近
年
、
森
林
に
対
す

る
国
民
の
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し
多
面
的
機
能

の
発
揮
が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
、
特
に
、
生

物
多
様
性
の
保
全
に
関
す
る
実
践
的
な
経
験
、

知
識
の
蓄
積
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
自
然
保
護
協
会
に
お
い
て
は
、
自
然

保
護
を
図
っ
て
き
た
中
で
、
そ
の
時
そ
の
地

域
の
自
然
を
あ
る
種
「
点
」
で
守
る
こ
と
が

で
き
て
も
、
持
続
的
、
面
的
な
保
護
に
繋
が

ら
な
い
と
い
っ
た
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

自
然
保
護
の
考
え
方
も
時
代
の
移
り
変
わ

り
と
と
も
に
、
「
開
発
か
ら
貴
重
な
自
然
を

守
る
」
と
い
っ
た
観
点
か
ら
、
「
人
間
と
自

然
の
上
手
な
つ
き
あ
い
方
を
模
索
す
る
こ
と
」

と
い
っ
た
様
に
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
地
域
協
議
会
に
お
い

て
は
、
地
域
の
過
疎
化
・
高
齢
化
へ
の
進
展

及
び
対
応
が
課
題
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
赤
谷
の
森
が
あ
る
み
な
か
み
町
は
、
昨

年
４
月
に
過
疎
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

残
さ
れ
た
自
然
を
活
か
し
た
新
し
い
地
域

振
興
策
（
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
）
や
顕
在
化

す
る
野
生
鳥
獣
被
害
の
ブ
レ
イ
ン
、
環
境
教

育
の
受
け
皿
と
し
て
期
待
を
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
課
題
を
解
決
す
る
た

め
に
、
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー
ト
し

た
も
の
で
す
。

第
２
回
目
は
、
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
具

体
的
な
仕
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

３
月
８
日
、
都
内
の
ホ
テ
ル
に
お
い
て

「
第
14
回
森
林
は
友
達
！
作
文
コ
ン
ク
ー

ル
」
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
旧
東
京
分

局
管
内
（
茨
城
県
か
ら
静
岡
県
ま
で
の
１

都
６
県
）
の
森
林
管
理
署
、
森
林
管
理
事

務
所
、
高
尾
森
林
セ
ン
タ
ー
等
が
行
っ
た

「
森
林
教
室
・
体
験
林
業
」
に
参
加
し
た

小
学
４
～
６
年
生
を
対
象
に
、
感
じ
た
こ

と
を
作
文
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
森
林
・

平成２３年４月１日 関 東 森 林 管 理 局 第 ８５号（４）

生
物
多
様
性
の
復
元
と
持
続
的
な
地
域
づ
く
り

協
働
三
者
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
期
待

赤谷プロジェクトエリア遠望

東
京
事
務
所



林
業
に
対
す
る
理
解
や
関
心
を
よ
り
一
層

深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
関
東
森

林
管
理
局
東
京
事
務
所
と
（
財
）
東
京
林

業
土
木
協
会
が
共
催
で
、
毎
年
度
行
っ
て

い
る
も
の
で
、
今
回
は
、
23
団
体
（
小
学

校
22
校
、
団
体
１
）
か
ら
１
，
４
８
３
名

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
作
品
は
、
昨
年
が
「
国
際
生
物

多
様
性
年
」
で
あ
り
、
生
物
多
様
性
保
全

の
重
要
性
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
こ

と
か
ら
森
林
と
生
物
の
関
係
を
取
り
上
げ

た
優
れ
た
作
品
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、
「
雑
木
林
の
生
態
系
」
と
題
し
て

森
林
の
生
態
系
に
つ
い
て
土
壌
生
物
が
ど

の
よ
う
に
か
か
わ
っ
て
い
る
の
か
に
つ
い

て
書
い
た
多
摩
市
立
連
光
寺
小
学
校
５
年

生
の
宮
田
陵
さ
ん
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

今
年
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
国
際
森

林
年
記
念
と
し
て
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
こ
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
を
き
っ
か
け

に
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
森
林

や
林
業
が
、
い
か
に
重
要
な
も
の
で
あ
る

か
考
え
る
場
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

４
月
７
日
（
木
）
各
森
林
管
理
署
等
へ

配
属
さ
れ
た
新
規
採
用
者
等
５
名
が
一
堂

に
会
し
、
新
規
採
用
研
修
の
開
講
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

研
修
を
終
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
所
属
先
で

職
業
人
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

先
輩
の
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

新
規
採
用
Ⅱ
種
（
写
真
右
か
ら
）

群
馬
森
林
管
理
署

田
中

弘
範

た

な

か

ひ

ろ

の

り

（
平
成
23
年
２
月
採
用
）

高
尾
森
林
セ
ン
タ
ー

小
林

司

こ

ば

や

し

つ
か
さ

（
平
成
23
年
２
月
採
用
）

福
島
森
林
管
理
署

吉
田

恵

よ

し

だ

め
ぐ
み

東
京
神
奈
川
森
林
管
理
署

羽
田
野
拓
也

は

た

の

た

く

や

新
規
採
用
Ⅲ
種
（
写
真
左
）

福
島
森
林
管
理
署

白
河
支
署

茂
木

翔
郁

も

ぎ

し

ょ

う

や

（５）平成２３年４月１日 関 東 森 林 管 理 局 第 ８５号

最優秀賞（林野庁長官賞）授与

関
東
森
林
管
理
局
課
長
等

▽
総
務
部
総
務
課
長

岩
佐

利
昭

（
森
林
整
備
部
森
林
整
備
課
長)

▽
総
務
部
経
理
課
長

川
村

一
憲

（
総
務
部
専
門
官
）

▽
計
画
部
国
有
林
野
管
理
課
長

合
田

裕
志

（
企
画
調
整
室
監
査
官)

▽
森
林
整
備
部
森
林
整
備
課
長

樋
口

一
雄

（
森
林
整
備
部
販
売
課
長
）

▽
森
林
整
備
部
販
売
課
長

川
野
邊
達
也

（
群
馬
森
林
管
理
署
次
長
）

森
林
管
理
署
長
等

▽
会
津
森
林
管
理
署

南
会
津
支
署
長

中
島

朝
長

（
福
島
県
古
殿
町
産
業
振
興
課
主
幹
）

▽
日
光
森
林
管
理
署
長

澤
山

秀
尚

（
林
野
庁
国
有
林
野
部
経
営
企
画
課
企
画
官
）

▽
下
越
森
林
管
理
署

村
上
支
署
長

森
内

賀
久

（
総
務
部
専
門
官
）

▽
埼
玉
森
林
管
理
事
務
所
長

原
田

正
明

（
計
画
部
自
然
遺
産
保
全
調
整
官
）

幹
部
の
紹
介

４
月
１
日
付
け
（

）
は
前
職

▽
山
梨
森
林
管
理
事
務
所
長

有
山

隆
史

（
林
野
庁
国
有
林
野
部
経
営
企
画
課
経
営
計
画
官
）

新
規
採
用
者
の
紹
介



本
校
は
、
伊
豆
半
島
の
中
央
部
に
位
置

す
る
天
城
山
周
辺
の
農
山
村
地
帯
で
、
観

光
や
農
業
に
従
事
し
て
い
る
家
庭
も
多
い

所
で
す
。
し
か
し
、
不
景
気
や
少
子
高
齢

化
の
影
響
を
受
け
、
地
域
に
元
気
が
な
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
天
城
に
住
む

中
学
生
は
、
地
域
に
誇
り
が
も
て
ず
に
自

信
を
な
く
し
て
い
る
生
徒
も
い
ま
す
。
ま

た
、
体
験
不
足
か
ら
、
自
然
に
恵
ま
れ
た

す
ば
ら
し
い
地
域
で
あ
る
こ
と
を
十
分
認

識
し
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

そ
の
よ
う
な
中
学
生
に
、
天
城
の
自
然

に
触
れ
、
地
域
で
の
様
々
な
直
接
体
験
を

通
し
て
誇
り
と
自
信
を
取
り
戻
し
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
、
総
合
的
な
学
習
を
『
持
続

発
展
教
育
（
Ｅ
Ｓ
Ｄ
）
』
の
視
点
で
見
直

し
、
「
天
城
学
習
」
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

ス
タ
ー
ト
に
当
た
っ
て
、
ま
ず
教
え
る

我
々
教
員
が
天
城
に
つ
い
て
学
ば
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
４
月
早
々
、

天
城
自
然
ガ
イ
ド
ク
ラ
ブ
の
方
の
案
内
で

天
城
縦
走
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
体
験

を
通
し
て
、
私
た
ち
は
天
城
の
自
然
の
す

ば
ら
し
さ
と
共
に
、
笹
が
枯
れ
マ
メ
桜
が

枯
死
し
、
ブ
ナ
の
若
木
が
育
っ
て
い
な
い

と
い
う
天
城
の
自
然
が
持
続
不
可
能
に
な

り
つ
つ
あ
る
現
実
を
知
り
ま
し
た
。

「
天
城
学
習
」
を
実
施
す
る
に
当
た
っ

て
、
意
図
的
に
仕
組
ん
だ
こ
と
は
、
地
域

で
の
直
接
体
験
を
重
視
し
た
こ
と
と
、
地

域
の
人
と
の
つ
な
が
り
を
重
視
し
た
こ
と

で
す
。
ま
た
、
「
天
城
学
習
」
だ
け
で
は

補
え
な
い
知
識
や
考
え
方
を
各
教
科
・
道

徳
・
特
別
活
動
で
意
図
的
に
学
べ
る
よ
う

に
す
る
た
め
、
独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

作
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
世
界
規
模
で
起

き
て
い
る
環
境
問
題
が
、
天
城
山
で
の
様
々

な
環
境
破
壊
と
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を

理
解
し
、
自
分
た
ち
が
住
ん
で
い
る
天
城

を
「
持
続
可
能
な
社
会
」
に
し
て
い
く
た

め
に
自
分
た
ち
に
何
が
で
き
る
か
考
え
、

行
動
で
き
る
生
徒
を
育
て
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

「
天
城
学
習
」
で
は
、
１
年
生
が
福
祉

体
験
と
天
城
登
山
（
八
丁
池
か
ら
皮
子
平
）
、

か

わ

ご

だ

い

ら

２
年
生
が
天
城
登
山
（
万
二
郎
・
万
三
郎
）

と
職
場
体
験
、
３
年
生
が
修
学
旅
行
と
地

域
学
習
と
な
っ
て
い
ま
す
。
天
城
登
山
で

は
、
事
前
学
習
と
し
て
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

や
森
林
管
理
署
の
方
の
講
話
を
聴
き
、
当

日
は
森
林
管
理
署
の
職
員
と
自
然
ガ
イ
ド

ク
ラ
ブ
の
方
に
ガ
イ
ド
を
お
願
い
し
ま
し

た
。
こ
の
体
験
を
通
し
て
天
城
の
森
に
関

心
を
深
め
、
職
場
体
験
に
伊
豆
森
林
管
理

署
を
選
ん
だ
生
徒
も
い
ま
す
。

生
徒
は
、
天
城
山
の
ク
マ
ザ
サ
が
壊
滅

し
、
ブ
ナ
や
マ
メ
桜
が
枯
れ
始
め
て
い
る

現
状
を
知
り
、
何
と
か
し
な
け
れ
ば
と
い

う
課
題
意
識
が
芽
生
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ブ
ナ
や
マ
メ
桜
の
枯
損
の
原
因
の
一
つ
が

鹿
の
食
害
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
鹿
を
何

と
か
し
な
け
れ
ば
と
い
う
意
識
も
生
ま
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
課
題
は
、
生
徒

が
抱
い
た
課
題
意
識
を
ど
の
よ
う
な
具
体

的
行
動
に
導
い
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
で

す
。
現
在
、
森
林
管
理
署
の
方
と
生
徒
が

で
き
る
ブ
ナ
林
の
保
護
や
育
成
等
の
活
動

の
可
能
性
を
探
っ
て
い
ま
す
。

生
徒
の
発
想
か
ら
、
ふ
る
さ
と
天
城
の

森
を
守
り
、
自
然
を
持
続
可
能
な
も
の
に

す
る
た
め
の
活
動
に
ま
で
発
展
さ
せ
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。
生
徒
と
共
に
天
城
の

森
を
守
り
、
豊
か
な
恵
み
を
も
た
ら
す
狩

野
川
や
伊
豆
の
海
を
育
て
る
た
め
に
活
動

を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

平成２３年４月１日 関 東 森 林 管 理 局 第 ８５号（６）

「森のはたらき」を聞く生徒たち

天城縦走終了！

天城の森を学習

森林管理署で職場体験



私の勤務する南部森林事務所は、山梨県の南西部

に位置する南部町に所在し、南部町の国有林2,039

㌶・官行造林地184㌶、身延町の国有林306㌶、早川

町の官行造林地147㌶を管理しています。

南部町内の国有林は静岡県境に位置し、東海自然

遊歩道が通っています。ルート上には山梨百名山の

長者ヶ岳（標高1,336㍍）があり、山頂からは富士

山を望むことができます。天候に恵まれれば、４月

と８月の数日間はダイヤモンド富士（朝方、富士山

頂より太陽が昇る現象）を見ることができ、気候の

良いシーズンにはハイキングを楽しむ観光客が訪れ

ます。

近年、当事務所管内では、植栽木へのクマによる

剥皮やシカの食害による獣害が後を絶ちません。特

にクマの剥皮は成長期にある30～40年生、さらに伐

期齢を迎えた林分までもが被害を受けています。被

害の大部分が比較的大きな優良木であり、分収育林

箇所も例外ではありませんでした。

分収育林箇所については、平成20年度から被害の

拡大を防ぐため、剥皮被害防止用テープを巻くなど

の対策を実施し、22年度には全箇所完了することが

できました。また、被害状況を把握するための調査

を実施しており、被害の傾向を分析して効果的な対

策に繋げていくこととしています。

平成21年12月に策定された「森林・林業再生プラン」で

は、森林の整備や木材生産の効率化を図るため、低コスト

で壊れにくい森林作業道の整備などを進めていくこととし

ています。

山梨森林管理事務所では、昨年12月に当事務所管内にお

いて、山梨県、町、林業事業体等が参加の下、森林作業道

作設の現地検討会を行い、急傾斜地でのルート選定やバッ

クホウによる森林作業道の作設方法などについて学びまし

た。

低コストで壊れにくい森林作業道の整備を積極的に進め

ていくためには、地形や地質を考慮して無理な搬出方法と

ならないよう配慮することが重要であることを再認識する

ことができました。

最後になりましたが、諸先輩方から受け継いだ国有林の

森林資源をより充実して100年、200年後ま引き継いでいけ

るよう、獣害対策や効率的な森林作業道の活用を含めた適

切な森林整備に日々取り組んでいきたいと思います。

（７）平成２３年 ４月 １日 関 東 森 林 管 理 局 第 ８５号

長者ヶ岳から富士山を望む

森林作業道作設の現地検討会

剥皮被害防止用テープ巻き

ダイヤモンド富士



四阿山（標高2,354㍍）は、群馬県北西の嬬恋村と

長野県上田市・須坂市との県境に位置し、壮大な裾

野を持つ山です。その、ゆったりと裾野を広げた様

子が屋根の形に見えることから「あずまや」の名が

ついたといわれており、嬬恋村では吾妻山とも呼ば
あ が つ ま や ま

れています。

また、古くから信仰の山として知られており、山

頂には２祠の境界神（東側に上州祠、西側に信州祠）

が祀られ、この中央の南北方向が上信国境となって

ます。

四阿山の中腹には、「的岩」と呼ばれる奇岩があ
ま と い わ

り、登山者を出迎えてくれます。その形状は、長さ

約200㍍、高さ20㍍、厚さは2～3㍍と薄く、巨大な屏

風を思わせるものがあり、その構造や火山地質学的

にも非常に貴重なことから、昭和15年に国指定天然

記念物に指定されました。また、的岩には、建久年

間、浅間野に狩にきた源頼朝が、この珍しい岩を的

にして矢を射られたという「的岩伝説」もあります。

四阿山は裾野が広く高原野菜の栽培が盛んで、嬬

恋村のキャベツ、菅平高原のレタスが有名です。ま

た、嬬恋村から上田市に通じる国道144号線の県境、

鳥居峠は、太平洋と日本海とを分ける中央分水嶺と

なっています。

四阿山の南面には、標高1,300㍍付近までの広大な

畑を境に、山頂に向かって、先達が植林してきた広大

なカラマツ林があり、紅葉の時季には一面黄金に染ま

ります。

北東には野外スポーツ施設としてバラギスポーツ林

が設定され、スキー場が整備されゴンドラを利用して

四阿山への登山ルートにもなっています。

山頂へは、その形状からいくつものルー

トがあり、群馬県鳥居峠からの登山ルー

トや長野県菅平高原からの登山ルートは

約4時間30分で頂上に立つことができま

す。山頂からは、360度の展望が楽しめ

ることから四季を通じて多くの登山者が

訪れています。

吾妻森林管理署は、広大なカラマツ林

との調和を考慮した施業を行い、皆さん

に親しまれる四阿山を目指して、管理し

ていきたいと考えています。

（吾妻森林管理署 広報広聴連絡官）
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あ ず ま や さ ん

四阿山の山容

的岩

キャベツ畑と四阿山

鹿沢ゆり園からの四阿山
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